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3射 気圧 と虫垂炎

福田 稔･渡辺 和男 (県立坂町病院外科)
種山 俊度 し 同 検査料1

平成積年2月より気圧と虫垂炎の関係を調査してきた

が,一般に低気圧の時に虫垂炎は多く発生するが,高気

圧の時に発生する虫垂炎は壌疫捜,穿孔性の虫垂衆が多

い車が判明した.また癒着性腸閉塞症も低気圧時に多く

発生する車が明らかになったが,平成5年9月迄のデ-

タをまとめて報告する.

35)脊唯麻酔後の頭痛 (postspinaiheadache)

は回避可能か ?
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【目的ヨ脊椎麻酔の合併症の1つをこ頭痛 (postspina且

headache)があり,症例の1-20%に発現 し術後4-10

日間続 くが,硬膜響針孔からの脳脊髄液の漏出が原因と

されている.今回,われわれはこの頭痛の合併率低下を

目的に検討 したので報告する.【対象】脊椎麻酔を施行

した229例を対象とし,前期28例と後期2飢例で比較 し

た.E方法】前期は 21G の穿刺針を用いて硬膜線維の

走行を考慮せずに挿入し,外筒を回転させて磁脊椎液の

流出を確認 した.後期は 236 の針を使用して針の切り

口を硬睦線維と平行に挿入L子外筒を回転させないこと

とした.【結果】1週間前後継続する頭痛は前期の3例

のみで後期には経験 しなかった (p-0.0002).軽度な

頭痛,吐気,頭のふらつき感を訴える症例を含めて鮎,

後期には2例のみであった (節-0.0091).【結論】纏径

な穿刺針を縄い硬膜線維の断裂を避けることで頭痛の合

併率を低下させることが可能であることを蒋確認 した.

36)直腸平滑筋腫の1例

鈴木 密繁･青野 高志
新国 恵也･吉川 時弘
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我々は比較的稀な直腸平滑筋感の呈例を経験 したので

報告する.症例は65歳女性.子宮癌検診にて骨盤腔内藤

癖を指摘され精査目的に種介された乍他覚所見 画像よ

り直腸平滑筋腫と診断.径 6cm の大きさから悪性の

可能性屯否定出来ず,癌に準じて低位前方切除術を施行

Lた,病理診断は直腸平滑筋感 を中等鑑悪性)であった,

本疾患は艮悪性の鑑別が非常をこ困難であり,悪性疑診例,
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例えば全身症状を星 したもの,径 4cm 最上のもの,

激痛形成の見られるもの,隣接臓器に浸潤の明らかなも

の等では正常鼠織を含めた積極的な切除をすべきである.

また観織学的に良性と診断されても術後遠隔期に血行性

転移を来 した症例が報告されていることから長期に渡る

慣重な経過観察が必要である.

37)当科における術後 MRSA感染症の検討

鹿嶋 雄治 ｡佐藤練一郎
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1992年 1月から1993年10月までの当利巧こおける術後

MRSA感染症例の検討を行った.この期間の全身麻酔

下手術症例は473例で,うち30例,6.3タ銅こM況SA感

染症が発症 した.肺炎が14例,46.7%と最も多く,つ

いで腸炎の10例であった.死亡例は肺炎による5例で,
いずれも術後の合併症に引き続いて肺炎を併発した症例

であった.腺炎の10例中,8例は胃切除後などで消化管

内が低酸,無髄状態の症例であった.院内感染対策はも

ちろんであるが,腺炎の予防には術後の抗菌剤の選択に

加え,消化管内の酸度を陳つこと,肺炎の予防には,柄

後の合併症を防止することが重要な因子と考えられた.

38)高カロリ-輸液を併施 した 胃癌術後化学療

法施行中に発症 した Wern量cke脳症の 1例
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高カロリー輸液を併施 した胃癌術後化学牽法施行率をこ

発症 した Wernicke脳症を経験 したので報告する.症

例は57歳女性.1993年2f~]25H胃体上中部ハ tうomnann

･1型胃癌にて胃全摘術兼肝押合肝切除術.十拡大りンべ節

郭清が施行された.組織型は por.深達度 se,高度左

リンパ節転移,静脈後輩テ リンパ管侵襲が認められ,蘇

中の腹腔内洗浄細胞診にて悪性細胞陽性であったので,5Fu

1.0(礼)mg*5日間.Cl)Dl〕100mg*1i.lL封じ学療法
が施行された.著明な食欲不振に対 して高かロリ-輸液

が行われたが,開始後 1ケ月頃より意識障害,眼球運動

障象 眼振等が出現 した.血清ビタミン B1値の低下ナ

頭部 MRⅠの韓散的な所見より W曽rnicke膳症と診断


